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新 しく開発 された経 口用 セ ファロスポ リン系抗 生剤Cefuroxime axetil(CXM-AX)を 慢性複雑

性膀胱炎患者12例 に使用 し,そ の有効性 お よび安全性 を検討 した。投薬は1回250mgを1日3

回として,5日 間投薬 終了後 にUTI薬 効評価基準 に従 って効果判定 を行 った。 慢性 複雑性 膀胱炎

患者12例 の うち効果判定可能 な11例 の総合臨床効果は著効1例,有 効2例,無 効8例 で有効率

は27%で あ った。 副作用 としての 自他 覚症状 は1例 に躯幹お よび下 肢に発疹がみ られたが投薬中

止にて軽快 した。 また1例 に軽度のGPTの 上昇が認 め られ た。

Cefuroxime axetil(CXM-AX)は,英 国Glaxo社

で開発 され た経 口用 セ フ ェム系 抗 生 物 質 で,Fig.1に 示

す化学構造 式 を有 す る。 本 剤 は経 口投 与 で は ほ と ん ど吸

収 され な いCefuroxime(CXM)の1-acetoxyethyl

ester誘 導 体 で あ り,腸 管 内 で 脱 エ ス テ ル 化 さ れ て投 与

量の約50%がCXMと し て 吸 収 さ れ,抗 菌 作 用 を 発

揮す る1)。

CXMの 抗 菌 スペ ク トル は β-lactamaseに 安 定 で あ

ることよ り,従 来 の経 口用 セ フ ァ ロ ス ポ リン剤 よ り広 い

といわれ る2)。

われ われ は本 剤 を複 雑 性 尿 路 感 染 症 患 者 に 使 用 し,臨

床効果 を中心 に 検討 した の で報 告 す る。

I.対 象 お よび 方 法

1.対 象

対象 は昭和59年10月 よ り昭 和60年6月 まで に,

Fig. 1 Chemical structure of CXM-AX

金 沢大学医学部泌尿器科お よび富山労災病院泌尿器科を

受診 した患者 で,尿 路 に基礎疾患を有す る慢性複雑 性膀

胱炎 患者12例 である。性別は男子9例 女子3例 で,年

齢は53歳 ～91歳(平 均71.1歳)で あった。12例 の

基礎疾患の内訳は前立 腺肥大症4例,神 経因 性 膀 胱3

例,前 立腺癌,膀 胱憩室各2例 お よび膀胱腫瘍1例 であ

った(Table 1)。

2.投 薬量お よび投薬方法

本剤1回250mgを1日3回 食後に経 口投薬 し,投 薬

期間 は5日 間 とした。

3.MICの 測定

投薬前後 に尿中か ら分離 された 菌株に 対 す るCXM

のMICは,日 本化学療法学会のMIC測 定再改訂法3)

に従 って測定 された。

4.効 果判定 お よび副作用 の検討

効果判定は本剤 を5日 間投薬後 にUTI薬 効 評 価 基

準4,5)に準 じて行 った。副作用については,投 薬期間 中の

自他覚症状の有無を観察す るとともに,投 薬前後 の赤血

球数,血 色素量,ヘ マ トクリッ ト.白 血 球数,BUN,血

清 クレアチニ ン,GOT,GPT,ア ル カ リフォス ファター

ゼ等 の臨床検査値 の変動 につ いても検討 した。

II.成 績

1.臨 床効 果お よび細菌学的効果
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Table 2 Overall clinical efficacy of CXM-AX in complicated UTI

250mg•~3/day, 5-day treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of CXM-AX in each group
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Table 4 Bacteriological response to CXM-AX in complicated UTI

* Persisted: Regardless of bacterial count

Table 5 Strains* newly isolated after CXM-AX

treatment in complicated UTI

* Regardless of bacterial count

慢性複雑性膀胱炎12例 の うち副作用 のため脱落 した

1例 を除 く効果判定可能 な11例 の総合臨床効果 は著効

1例(9%),有 効2例(18%),無 効8例(73%)で,

総合有効率は27%で あった(Table 2)。UTI薬 効評価

基準による群別効果はTable 3の ごと くとな り,11例

中8例 は第6群 の カテーテル非留置 の複数菌感染症 であ

った。

投薬開始前 の尿中分離菌23株 の うち,本 剤投与 に よ

り14株(61%)が 消失 し,Enterococcus faecalis 3株,

Pseudomonas aeeuginosa 2株 な ど9株 が 存 続 し た

(Table 4)。 投 薬 後 出 現菌 と して,P.aeruginosa 2株 を

は じめ13株 が 認 め られ た(Table 5)。MICの 測 定 成 績

はTable 1のMIC記 入 欄 に一 括 して示 した が,無 効 症

例 に お け る分離 菌 のMICは ほ とん ど100μg/ml以 上 で

あ った 。

2.副 作 用

自他 覚 症 状 と して症 例1に 投 薬 翌 日 に躯 幹 お よび 下 肢

に 発 疹 が 認 め られ た が,投 薬 中止 に て軽 快 した 。 また 症

例2に 軽 度 のGPTの 上 昇 が 認 め られ た。

III.考 按

CXM-AXは,既 に注 射 剤 と して市 販 され てい るCX

Mの 誘 導 体 で あ る。 経 口投 与 され た本 剤 は腸 管 内 で 脱

エ ス テ ル化 され てCXMと して 吸 収 され,抗 菌 作 用 を発

揮 す る1)。CXMの 抗 菌 スペ ク トルは,β-lactamaseに 安

定 で あ る こ と よ り広 く,か つ 強 い 抗菌 作用 を 示す が,P.

aeruginosa,Sereatia marcescens,E.faecalisに は 抗菌

作 用 を示 さ な い1,2).

今 回わ れ わ れ は12例 の 慢 性 複 雑 性 膀 胱 炎 に対 して 本

剤 を用 い,臨 床 効 果 を中 心 に検 討 した 。 効 果 判 定 可 能 な

11例 の総 合 臨 床 効 果 は27%と 他 報 告1)に 比 して 低 率 で

あ っ た。 こ の理 由 と して23株 の尿 中 分 離 菌 の うち,P.

aeruginosa 3株 をは じめ12株 が 本 剤 の薬 効 が 期 待 で き

な い菌 種 で あ った た め と考 え られ た。 な お残 りの11株

に つ い て の除 菌 率 を み る と82%と ほ ぼ満 足 で き る 値 で
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あ った 。

副作用 として1例 に認め られた発疹は,CXMで は約

0.9%に 認め られてい るのに比 し,本 剤 では約0.3%と

減少 しているこ とが報告 され ている1,2)が使用 に際 し考

慮すべ き副作用 の1つ であろ う。 また臨床検 査値の検討

では1例 に軽度 のGPTの 上昇が認め られたのみであ っ

た。
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Cefuroxime axetil (CXM-AX) is a new orally absorbed prodrug of cefuroxime. The clinical
efficacy and safety of this drug Were evaluated in 12 patients with chronic complicated cystitis.
The patients received orally 250 mg of CXM-AX three times daily for 5 days. According to the
response criteria defined by the Japanese UTI Committee, the clinical effectiveness in 11 evaluable

patients was excellent in one case, moderate in two cases and poor in eight cases, the overall efficacy
rate being 27%. Out of 12 patients, one developed rash as a drug-related adverse reaction. In
addition, a transient and slight elevation of GPT was observed in one patient after the treatment.


